













A Study on the Prioritizing and Systemizing Teaching 
for Children with Severe and Multiple Disabilities. 
岨UsingInstrument for the Developmental Diagnostic Evaluation 

















































































宇佐)1 (2007a， 2007b) においては，各水準において児童生徒がつまずきやすい発達的な節目とその
際の発達を促す教材・教具例が示されているため，どんな力を育てるためにどんな教材・教具を使用し
たのかという指導場面への展開をイメージしつつ理論の理解を進めることができると考えた。


























































移動運動:00:01-00:02 手の運動:00:02-00:03 基本的習慣:00: 05-00 : 06 
対人関係:00: 06-00: 07 発語:00: 04-00: 05 言語理解:00: 11-01 : 00 
d)発達診断評価法結果(数字は水準， レーダーチャート省略): 
情緒 :0 知恵 :0 基礎視知覚 :0 細部視知覚 :0 全体視知覚 :0 視覚運動協応:0 
手先の運動 :0 粗大運動協応 :0 発語 :0 聴覚運動協応:0 全体聴知覚 :0


















































移動運動 00:06-00:07 手の運動 00:05-00:06 基本的習慣00:03-00:04
対人関係 00:04-00:05 発語発語00:08-00:09 言語理解解 00:00-00:01
d)発達診断評価法結果(数字は水準， レーダーチャート省略): 
情緒:0 知恵:0 基礎視知覚:0 細部視知覚 :0 全体視知覚:0 視覚運動協応:0 
手先の運動:0 粗大運動協応 :0 発語 :0 聴覚運動協応 :0 全体糖、知覚:0 
締部聴、知覚 :0 基礎聴知覚 :0 自己像:0 
②中心課題の設定








































移動運動 00:05-00:06 手の運動 00:05-00:06 基本的習慣 00:04-00:05
対人関係 00:04-00:05 発語発語 00:05-00:06 言語理解解 00:04-00:05
d)発達診断評価法結果(数字は水準，レーダーチャート省略): 
情緒:1 知恵 :0 基礎視知覚:0 細部視知覚:0 全体視知覚 :0 視覚運動協応 :0
手先の運動 :0 粗大運動協応 :0 発語 :0 聴覚運動協応 :0 全体聴知覚:0 
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て，表1に示した「知的代替の教育課程を履修する児童生徒とのねらいの違し¥Jや f共有J • i経験年
数の浅い教師へのサポート体制の構築j といった課題を解決することが望まれた。










業10目標の妥当性 1 '設定した指導目標が妥当であるのか，不安である。 一 一


























間 I 1 い(難しく思われる)。
の 10 自立活動教諭などの専~IJI織と ト自立活動教諭などと協働した授業づくりをもっと行うことができないか(具体的







































lいろい拘'人とミιl  L 得意なことを
かかわるカ ~~ご， 伸ばす






























本研究では， iイ留の課題を焦点化する視点j と f学校として教えるべき内容を明確化する視点Jの双方
に「感覚と運動の高次化理論」の適用を試みた。
実際に，授業づくりを進める中で，対象生徒の実態、を「発達診断評価法」や「自立活動のチェックリ








































本校は，埼玉県東部に位置い昭和 52年に開校した口今年度，在籍児童生徒数計 227名(小学部 105










































A の様子:学校生活 (4月"'-'12月)の中で，特に変化のあった 5つの観点『表情・発声・手の
動き・視線・自己選択』で分析(表 1)を行った。
表1 対象生徒の5つの観点による分析(指導経過)




表情 -笑い泣き(辛い笑し¥)をす -笑い泣き(辛い笑し¥)をすること -くす玉から何も出てこなかった時













視線 -教材や教員のliVJきを追祝す なった 向ける
ることができる -できた後，褒めると笑顔になり教
員に視線を向ける
























































名 新: 項 自 8/111寺点 10/30 時点 12/14時点
バイブレーターや楽器の振動を好んで触れる 。 。
特定の面をみわけでたたいて音を出す(スイッチ押し等) ム 。 。
知恵 遠い物を見つけて手を伸ばしてつかむ 。 。 。
抜く，とるといった終点が理解できる 。 。
渡された玉を缶に入れる ム 。
特定の聞をみわけでたたいて音を出す(スイッチ押し等) ム 。 。
基礎視知覚 遠い物を見つけて手を伸ばしてつかむ 。 。 。
2種の物の中から好きな物を取る ム ム ム
母親等の人の声を聞いて動きを止めることがある ム 。
基礎聴知覚
音のする方向を振り向く 。 。 。
輪抜きのように道具に規定された始点と終点が分かる ム 。
自己像
嫌し¥なことに対する拒否の芽生え(選択的拒否の芽生え) 。 。 。
触覚や聴覚やl味覚が過敏で嫌がることもある 。 。
情緒 生理的不快感による情緒不安が多い。不快感を取り除くと情緒は ム 。安定しやすい
聴覚運動協応 歌の開始で身体を動かし 3 終わるとしばらくしてから止められる 。 。
バイブレーダーや楽器の振動を好んで触れる 。 。
特定の面をみわけてたたいて音を出す(スイッチ押し等) ム 。 。





















1 )安藤隆男 (2004)特別支援教育における評価の在り方について.肢体不自由教育， 167，12-19.
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番を意識しながら学習したり，実際の活動の中で未測量の概念(大きい ・小さい， 長い ・短い等)を学
習したりしている。対象授業は， 2学期に「プレーメンの音楽隊」を主題として計画されているロロー










































































~ ア イ ウ関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能・知識・理解
本単元の ①詩の朗読で流す音(花火の音 ①VOCAを用いて，適切なタイ ①詩のテ←?と関連した物のシ|






















展開 1 0本物の落ち葉を選ぶ活動に取り組む。 -落ち葉の朗読の前に，落ち葉と落ち葉 ウー①[観察]
0詩 f溶ち葉Jの朗読を開く ではない物が入ったトレイの中から，
20分 -朗読は 2回読む。 落ち葉を取り出して Tlに渡すように
0落ち葉をお金に見立てた買い物ロー 課題を出す。その際， T2と G1は生 イー①〔観察]
ノレプレイに取り組む。(以下の手順を 徒が企で判断しやすいように「赤い色 ウー②〔観察]
一人ずつ前に出て行う) の落ち葉はどこかな?J r黄色の落ち






⑤T2または G1と落ち葉をもって， Tl -落ち葉を選択する!捺は，すぐに手に取



















目(例えば， 17小さい積み木を 3個積む)の割合が増え， どうしても 70%の達成水準は難しいように
思われた。ここから先は，項自の意味するところをしっかりと研究・検討し，他の内容への読み替えや，
運動関連項臣を除いて層や水準を見ることができるかどうかを検討する必要がある。
今後も教科の系統的な指導と，行事等による生活経験の丁寧な積み重ねを両輪として，生徒の卒業後
の生活が豊かになる指導を目指したい。
(文責:松井雄一)
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今年度の研究において，発達診断評価法および発達系統表を作成した。当校においては，作成物を個
別の指導計画作成のプロセスに沿って活用し，自立活動を主とする教育課程の児童生徒の指導全体に役
立てた。長年当校で研究を続けてきた個別の指導計画のシステムを変えるのではなく，現在あるシステ
ムの中に研究を連動させていく考え方で取り入れたことで，現在行っている教育活動を大きく変えない
形での取り組みとなった。今後，長期的な視野で研究を進め，実績を蓄積していくことが重要である重
度・重複障害児教育研究において，学校の組織体制に適した形での研究を実践できたことは大きな成果
であるといえる。
同様に，今年度の研究連携研究協力校3校においても，作成物を渡し，自立活動を主とする教育課程
の児童生徒の実践に活用してもらったが，研究目的やテーマに関しては連携研究協力校に一任した。例
えば，北海道真駒内養護学校は，若手教員の研修機能としての活用，埼玉県立越谷特別支援学校や東京
都立北特別支援学校は実態把握において難しさのある一事例の検証にそれぞれ活用していただいた。校
内全体としての活用もあれば，一学級の事例としての取り組みもあり，各連携研究協力校において無理
のない範囲で、の研究協力を行い，一定の成果を出していただくことができた。研究連携研究協力校にお
いては，一旦研究協力が途切れてしまうと校内に研究の成果が還元されないとしづ現状は多くみられる。
このような一定の成果があった取り組みを継続させるには，各学校の校内体制に合った形での研究方法
の検証が重要である。校内において普及させる取り組みとしてどう研究を考え，当校の役割を果たして
いくのかは今後も継続して考えていく必要がある。
重度・重複障害児教育が抱える今現在の課題や先の展望，特別支援学校のニーズを的確に把握し，研
究目的を検討するとともに，当校の役割を明確にし，校内はもちろん，連携研究協力校においても継続
して研究に取り組めるような枠組みや考え方，プロセスを発信していくことが求められる。
(文責:清野祥範，大西彩乃)
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